
仕事と介護の両立支援 ロゴマークマニュアル



ロゴマーク基本形

ヨコ組（バリエーション）

スローガン無し（バリエーション）

「仕事と介護の両立支援シンボルロゴ」の組み合わせがロゴマークの基本形となります。ヨコ組のバリエーションもあります。

ロゴマーク基本形
最小使用サイズ

ロゴマークヨコ組
最小使用サイズ

「仕事と介護の両立支援」ロゴ

マークに識別性・独立性を持た

せるため、表示する際には、そ

の周辺に一定の保護エリア（余

白スペース）を設けてください。

13mm

仕事と介護の両立支援

ロゴマーク
最小使用サイズ
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カラー規定

「仕事と介護の両立支援シンボルロゴ」マークはレッドとブラックで表示されます。

ただし単色刷りなどの制限範囲内で表示せざるをえない場合はその色に合わせた表現も可能です。

DIC 198

基本表示色

プロセスカラー：M100＋Y100

基本表示色

補助表示色
レッド単色 ブラック ネガティブ表示色（白）
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仕事と介護の両立支援

識別性を損なう表示を
　してはならない

使用禁止例

「仕事と介護の両立支援シンボルロゴ」ロゴマークは、正しく使用されることによってその機能を十分に発揮し、仕事と

介護の両立支援のイメージを正しく伝達することができます。下記の例のようなロゴマークの誤った使用は避けてください。

表示色を変えてはならない

変形（平体、長体、斜体）や
回転してはならない

ロゴ以外の書体で
表示してはならない

煩雑な背景（パターン・写真
等）に配置してはならない

構成要素の大きさを変えて
組み合わせてはならない

仕事と介護の両立支援

陰影をつけて
表示してはならない

ふちどりで
表示してはならない

他の要素を加えて
表示してはならない



スローガン展開例

仕事と介護の両立支援メッセージは下記の 5 点あります。目的に応じて使い分けてください。

※余白スペースは文字から 0.3A分を設けてください。

※余白スペースは文字から 0.3A分を設けてください。
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仕事と介護の両立をサポートしている企業の証


